
中国国家原子能機構

秘書長 馬鴻琳 様

拝啓

本年 4月 、当会議が福井県で開催致 しました当第 36回原産年次大会には、
お忙 しい中ご参加頂き、「中国の原子力開発 と持続的発展に果す原子力の役割」

についてご講演を賜 り、厚くお礼申し上げます。また、大会 2日 日の夜には、

親 しく歓談する機会を得まして、強く印象に残つてお ります。ここに改めて謝

意を表 します。当会議常務理事町末男からも、くれ ぐれもよろしくと申してお

ります。

その折、私は 20年前に始まった日中原子力交流の歴史を振 り返ってお話 し
ました。 1980年 9月 、当時の第二機械工業部李覚次官を団長 とする代表団
来 日の際、当会議は第二機械工業部 との間で、原子力平和利用分野における日

中協力の推進が両国にとり有益であることを確認 しあいました。そして、この

合意に基づき、翌 1981年 北京において、原子力平和利用分野における協力
覚書を取 り交わしました。以来 20年以上にわた り、当会議は貴国との間で、
専門家の派遣、受入れ、セミナーの開催などを通 じて、緊密に協力を続けてま

いりました。また、協力関係を発展させるに当たつては、ほぼ 2年に 1度、 日
本側、中国側双方の原子力首脳による代表者会議を開催 し、両国の協力状況を

総括、評価するとともに、将来の協力の可能性ある分野について議論 してお り

ます。代表者会議には、政府 。民間の関係要人が参力日して、両国の原子力平和

利用協力の円滑な推進について、意見を交換 し、原子力平和利用における日中

協力に資するものとなってお ります。最近では、 1997年 、北京で第 9回代
表者会議を開催致 しましたがtその後、両国における社会情勢の変化、体制改
革等の影響により、ここ数年、当会議 と貴機構 との原子力交流がしばらく中断

しているところでございます。

私どもは、当会議 と貴方との間の原子力交流を再開するよう希望致します。

今後の 日中原子力協力の重要性に鑑み、あらたな協力の展開をめざして、貴中

国国家原子能機構 と当日本原子力産業会議による定期代表者会議の再開をご提

案申し上げます。代表者会議の扱 う協力の分野は、基礎研究から商業分野まで

幅広 く、また協力の方法も双務的なものから片務的なもの、さらに当事者も両

国の大学、研究機関などを含め、いろいろなものが考えられます。このような

考えについて、貴機構張華祝主任はじめ、貴国の原子力関係首脳のお考えを伺

いたいと存 じます。この度貴殿にお 日にかか りましたのを機会に、私どもの考

えをご提案申し上げました。どうぞ貴方にてご検討のほどお願い申し上げます。

ご返事をお待ちしてお ります。

敬具

平成 15年 6月 19日

(社)日 本原子力産業会議
副会長  森 一久
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中国国家原子台ヒれ杓
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道鳥者

今年四月,式有1日 本原子能オ立会洪在 日本獨丼姜召升
的第二十六届源ォ年会え除,百 仕えヤ恣特地来二1比地,美
子中国的核能升友均力了持鉄え晨核能妥所友拝的作用作了

槻+。 在此表示子泉的感升。丼ユ大会第二人晩上,悠込塔了
我有1-企薇好的交流れ会。我佃辺吃辺淡,淡得ヨト常愉快。那
えIIC各容式留下了深亥1的 ′F象。在此注我菫新表示謝意。我■1

原片会洪常券理事町未男也向悠日好。

当え晩上,我口願了二十年前升始的日中核能交流所史。
1980年 ,在 当時的ナ国第二れ械工上部李党岳1部 長力首
的代表日未日え叶, 日本原オ会洪与第二れ栽工上部相互功
汰在わ千オ1月 原子能板域里推辻 ロヤ両国合作え力両国猥右

意丈的。椎据逮企同意,双オ 1981年 在北京交換了美子
～

千オ1月 原子能合作的各恙象。那叶以来二十年以上え同,我佃
日本原オ会洪均ナロ,こ辻漁遣為接待寺家或召升研甘会千
千各
～
方式,盤鉄辻行諸密合作交流。こ右力了辻一歩友晨双

オ合作美系, ロオちヤ方核能額成的額子人士毎両年衆一人

会召升代れ会洪,不仁′
`渚
為汗介両国え目的合作現尻,而

ユ升介持未右可台ヒ的合作板成。参加代表会洪的え政府
～
民同

右美部 lη 的代表額子人士。他有]美 子両国原子能合作的国満友

晨辻行甘発,交換意几,以 貪訳子美子和千オ1月 原子台ヒ的日
ヤ合作。最近第九属ロヤ代表会洪 1997年 9月 本北京召升
以来,由 子両国社会不境的変化均体lll及革等的影崎,逮几



年日本原オ会決為貴れ胸え目的核能交流哲叶停止。

我有1希望菫新升始日本原庁会洪為貴オえ目的核能交流。

我想准此建洪,基子辻行今后 曰ヤ原子能合作的菫妥 ll■ ,以
邊入新除段的合作美系カロ林,菫新た期召升貴ヤロ国家原
子台ヒれ胸均我佃 日本原子台ヒオ立会洪え目的代表会洪。我以カ

双オ合作板成非常声た,右 可台ヒ包格 白及基油研究二1育止オ
面,合作方式也斧右双辺的和片面的,品ユ当事人也包れ ロヤ
両国右美大学

～
研究れ美子午。式猥想弁道美子我オ逮祥的建

洪以賣れ約張牛れ主任力首的ナ固有美負ナ人的意几恙久祥。

来逮友決捩恣えれ会,我在此提出我オ的初サ想法来的。希望

清賣方持我有]的 想法邊行研究,性我有1通弁賣方的意几恙久

祥。

立し至吏イにネし
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